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更
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
判
例
・
学
説
に
基
づ
い
て
記
載

さ
れ
た
「
協
会
見
解
」
に
お
け
る
適
法
な
「
引
用
」
の
要
件
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
こ
れ
ら
の

新
し
い
裁
判
例
の
判
断
方
法
と
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
最
近
の
裁
判
例
の
よ
う
な
判

断
手
法
に
よ
っ
た
場
合
、「
協
会
見
解
」
と
は
異
な
る
結
論
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問

が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
著
作
権
法
改
正
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。「
引
用
」
に
関
す
る
著
作
権
法
上
の
規
定
（
著
作

権
法
第
三
十
二
条
）
は
、
そ
の
前
後
の
条
文
、
た
と
え
ば
「
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
」（
同
第

三
十
条
）
や
、「
教
育
の
た
め
の
利
用
」（
同
第
三
十
三
条
～
第
三
十
六
条
）
と
い
っ
た
条
文
と
と
も

に
、
著
作
権
の
制
限
規
定
の
中
に
あ
り
ま
す
が
（
同
第
三
十
条
～
第
四
十
七
条
の
十
）、
こ
れ
ら
の

制
限
規
定
は
、
著
作
物
と
い
う
「
文
化
的
所
産
の
公
正
な
利
用
」（
同
第
一
条
）
を
図
る
た
め
に
著

作
権
を
特
定
の
場
合
に
制
限
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
解
釈
に
よ
り
、
安
易
に
そ
の
幅
を
広
げ

て
著
作
権
者
の
権
利
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
限
定
的
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
他
方
、
以
前

か
ら
、
本
来
保
護
さ
れ
て
然
る
べ
き
正
当
な
利
用
方
法
で
あ
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
権
利
制

限
規
定
で
は
救
済
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
処
す
る

た
め
、
先
に
述
べ
た
著
作
権
法
に
定
め
ら
れ
た
個
別
の
権
利
制
限
規
定
と
は
別
に
、
も
っ
と
一
般
的

に
著
作
権
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
定
め
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
一
般
的
な
権
利
制

限
規
定
」、
欧
米
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
規
定
」
を
、
他
の
国
と
同
様
に
備
え
よ
う
と

い
う
動
き
が
、
近
年
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
日
本
文
藝
家
協
会
は
、
平
成
19
年
７
月
３
日
付
で
、「
文
藝
的
著
作
物
の
引
用
に
つ
い
て
の
見
解
」

（
以
下
、「
協
会
見
解
」
と
い
い
ま
す
）
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
会
見
解
の
冒
頭
に
述
べ
て
い
る
と
お
り
、「
文
芸
家
は
、
時
に
自
作
の
な
か
に
他
人
の
著

作
物
の
一
部
を
引
用
し
、
ま
た
時
に
は
他
人
に
よ
っ
て
自
作
が
引
用
さ
れ
る
。」
も
の
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
場
合
に
著
作
権
法
に
い
う
「
引
用
」
に
該
当
す
る
と
評
価
さ
れ
る
の
か
は
、
常
に
文
芸
作

家
に
と
っ
て
ふ
か
い
関
心
を
持
ち
、
注
意
を
払
わ
ざ
る
を
え
な
い
問
題
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
小
冊
子
を
発
行
す
る
目
的
は
、
こ
の
協
会
見
解
を
実
質
的
に
変
更
し
た
り
、
更
新

し
た
り
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
協
会
見
解
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
約
10
年
の
間
に
生
じ

た
「
引
用
」
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
従
来
の
「
協
会
見
解
」
に
つ
い

て
、
多
少
の
説
明
を
加
え
、
そ
の
意
義
を
改
め
て
正
確
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
、協
会
見
解
の
公
表
後
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
「
引
用
」
に
関
す
る
裁
判
例
を
見
る
と
、「
引

用
」
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
手
法
、
そ
の
判
断
の
示
し
方
に
、
そ
れ
以
前
の
裁
判
例
と
比
較
し

て
明
ら
か
な
変
化
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
裁
判
例
は
、
後
に
述
べ
る
と
お
り
、
著
作
権
法
上
適
法
と
認
め
ら
れ
る
「
引
用
」

に
つ
い
て
の
実
質
的
な
判
断
基
準
、「
引
用
」
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
広
狭
を
実
質
的
に
変
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め
に

　
　申
請
と
相
談
か
ら
　
実
例

　
　
　
　
相
談
例
●
放
送
　
ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ
ビ
番
組
の
放
送
と
配
信  

 

10

　
　
　
　
相
談
例
●
上
演
　
劇
や
劇
中
の
朗
読
、
劇
中
劇  

 

11

　
　
　
　
相
談
例
●
朗
読
　
複
数
の
作
品
の
朗
読
な
ど  

 

12

　
　
　
　
相
談
例
●
ネ
ッ
ト
配
信
　
ネ
ッ
ト
で
の
無
料
配
信
―
―
引
用
元
が
不
明
な
場
合  

 

13

　
　
　
　
相
談
例
●
Ｃ
Ｍ
・
広
告
　
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ポ
ス
タ
ー
や
街
頭
の
電
子
広
告  

 

14

　
　
　
　
相
談
例
●
出
版
　
雑
誌
の
記
事
で
の
複
数
の
引
用  

 

15

　
　
　
　
相
談
例
●
教
育
　
教
師
用
の
雑
誌
、
入
試
の
過
去
問
題
集  

 

16

　
　
　「
引
用
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
事
項

　
　
　
　
著
作
権
法
上
の
規
定  

 

18

　
　
　
　「
引
用
」の
規
定
の
趣
旨  

 

20

　
　
　
　「
引
用
」が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件  

 

21

目
　
次

第
１
章

第
２
章
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以
上
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
、
日
本
文
藝
家
協
会
と
し
て
、
文
芸
著
作
物
に
つ
い
て
の
適

法
な
「
引
用
」
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
要
件
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
範
囲
で
許
さ
れ
る
の
か
、
注
意
す
べ
き
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
し
て
お
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
以
下
、
本
冊
子
に
お
い
て
、
前
記
の
見
解
発
表
後
の
「
引
用
」
を
め
ぐ
る
状
況
等
を
ご

紹
介
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
前
記
の
点
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
従
来
の
協
会
見
解
お
よ
び
そ
の
も
と
と

な
っ
た
中
村
稔
著
「
文
芸
的
著
作
物
に
お
け
る
『
引
用
』
に
つ
い
て
」（
日
本
文
藝
家
協
会
）
に
記

載
さ
れ
た
見
解
を
、
そ
の
表
現
も
含
め
て
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

日
本
文
藝
家
協
会
　
著
作
権
管
理
部
　

中
村
合
同
特
許
法
律
事
務
所
　
　
　
　

弁
護
士
　
富
岡
　
英
次
　

同
　
　
相
良
由
里
子
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歌
詞
の
引
用
に
つ
い
て  

 
46

　
　
　
　
歴
史
小
説
等
に
お
け
る「
参
考
文
献
」と「
引
用
」に
つ
い
て  

 

47

　
　
　
　
要
約
に
よ
る
引
用
に
つ
い
て  

 

48

　
　
　
　
パ
ロ
デ
ィ
に
つ
い
て  

 

50

　
　
　
　
　
❖
コ
ラ
ム
２   

「
引
用
」
の
解
釈
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
パ
ロ
デ
ィ
事
件
」  

 

51

　
　
　
　
法
律
家
の
意
見
と
文
芸
家
の
考
え
方
の
乖
離
に
つ
い
て  

 

53

　
　
　
　
　
❖
コ
ラ
ム
３
　
教
材
や
書
籍
へ
の
「
引
用
」
が
問
題
に
な
っ
た
裁
判
例  

 

55

　
●
「
引
用
」
っ
て
な
に
／
日
本
文
藝
家
協
会
問
い
合
わ
せ
先
／
著
作
物
を
利
用
し
た
い
と
き  

 

56

編
集
協
力

　
　大
西
智
美
／
持
丸
潤
子
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第
３
章

第
４
章

第
５
章 　

　「引
用
」
の
各
要
件
の
具
体
的
な
内
容

　
　
　
　
要
件
①
「
引
用
」で
あ
る
こ
と  

 

24

　
　
　
　
要
件
② 

引
用
で
き
る
著
作
物
は
公
表
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と  

 

26

　
　
　
　
要
件
③ 

引
用
が「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」こ
と  

 

27

　
　
　
　
要
件
④ 

引
用
が「
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」で
あ
る
こ
と  

 

28

　
　
　
　
要
件
⑤ 

出
所
明
示
に
つ
い
て  

 

31

　
　
　
　
　
❖
コ
ラ
ム
１
　
俳
句
や
短
歌
、
詩
歌
の
引
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
篠 

弘
　
歌
人
・
日
本
文
藝
家
協
会
副
理
事
長
）  

 

32

　
　
　「
引
用
」
の
規
定
に
関
す
る
最
近
の
事
情

　
　
　
　「
明
瞭
区
別
性
」と「
主
従
関
係
」に
言
及
し
な
い
裁
判
例  

 

34

　
　
　
　
最
近
の
裁
判
例
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
要
素  

 

36

　
　
　
　「
明
瞭
区
別
性
」と「
主
従
関
係
」は
依
然
と
し
て
必
要
で
あ
る  

 

37

　
　
　
　
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
規
定
導
入
の
動
き  

 

39

　
　
　
文
芸
的
著
作
物
の
「
引
用
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
短
詩
型
作
品
の
引
用
に
つ
い
て  
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第
１
章

申
請
と
相
談
か
ら

　　
　
実
例
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下
段
や
脚
注
に
は
、上
段
や
本
文
の
内
容
に
関
す
る
著
作
権
法
の
条
文
や
法
令
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

著
作
権
の
条
文
は
全
文
掲
載
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
文
は
書
籍
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

	

中
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岡
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11

相
談
例
　
●
上
演

劇
や
劇
中
の
朗
読
、
劇
中
劇

　
芝
居
や
朗
読
は
著
作
権
法
に
あ
る
「
報
道
、
批
評
、
研
究
」
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま

ら
な
い
の
で
、
引
用
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

「
報
道
、
批
評
、
研
究
」
は
引
用
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
あ
て
は
ま
ら

な
く
て
も
、
引
用
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
引
用
に
な
り
ま
す
。

　
劇
中
劇
に
つ
い
て
は
主
従
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
引
用
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
仮
に
主
従
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
明
瞭
に
区
別
を
し
て
い
る
か
、
妙
な
変
形
に
よ
り
引

用
の
正
当
な
範
囲
内
、
公
正
な
慣
行
か
ら
逸
脱
し
て
い
な
い
か
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
台
詞
の
中
に
著
作
者
名
と
作
品
名
が
は
っ
き
り
あ
る
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
が
劇
中
劇
な
の
か
が
判
然
と
し
て
い
て
観
客
に
は
っ
き
り
わ
か
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Q1Q2

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□

□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□

□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□

劇
や
ド
ラ
マ
、
映
画
な
ど
で
台
詞
の
中
に
、

詩
や
俳
句
、
小
説
の
一
部
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
著
作
者
名
と
作
品
名
が

何
ら
か
の
形
で
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
れ
ば
、
引
用
と
認
め
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

劇
中
劇
に
お
い
て
、
翻
訳
を
使
う
場
合
に

は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
よ
う
に
原
著
作

者
の
著
作
権
保
護
期
間
が
終
了
し
て
い
て

も
、
翻
訳
者
の
著
作
権
は
保
護
期
間
中
で

あ
る
場
合
に
は
、
翻
訳
者
の
許
諾
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
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10

相
談
例
　
●
放
送

ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ
ビ
番
組
の
放
送
と
配
信

　
ラ
ジ
オ
番
組
の
中
に
詩
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
話
題
に
出
て
く
る
景
勝
地
が
登
場
す
る
詩
を
、
出
演
者
が
朗
読
し
ま
す
。

　
引
用
で
は
な
い
著
作
物
使
用
と
判
断
さ
れ
ま
す
の
で
、
著
作
権
者
の
許
諾
が
必
要
で
す
。

　
紀
行
文
で
有
名
な
作
家
シ
リ
ー
ズ
で
「
○
○
の
世
界
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
そ
の
本
編
内
で
文
章
を
数
編
引
用
し
ま
す
。
引
用
の
方
法
は
、
ゲ
ス
ト

に
よ
る
朗
読
と
テ
ロ
ッ
プ
表
示
で
す
。
全
シ
リ
ー
ズ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
終
了
後
は
、

Ｂ
Ｓ
で
も
放
送
し
、
ネ
ッ
ト
配
信
も
す
る
予
定
で
す
。
包
括
的
に
権
利
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
れ
は
引
用
で
は
な
い
著
作
物
使
用
な
の
で
、
著
作
権
者
の
許
諾
が
必
要
で
す
。

　
日
本
文
藝
家
協
会
で
は
、
一
つ
の
申
請
で
、
複
数
の
著
作
物
使
用
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
許

諾
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｂ
Ｓ
放
送
は
別
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
き
ま
し
て
は
、

著
作
権
の
中
の
別
の
支
分
権
で
あ
る
公
衆
送
信
権
で
の
許
諾
が
必
要
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
別

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Q1Q2

放
送
番
組
に
は
、
報
道
（
ニ
ュ
ー
ス
、
時

事
解
説
な
ど
）
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
（
情
報
、
ド
ラ
マ
、
ク
イ
ズ
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。
報
道
で
は
著
作
権
法
第

三
十
二
条
の
定
め
る
条
件
を
満
た
せ
ば
引

用
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
は
普
通
、
引
用
で
は
な
い
著
作
物
の

使
用
に
あ
た
り
ま
す
。
な
お
、
時
事
の
事

件
の
報
道
の
た
め
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

第
四
十
一
条
に
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
送
で
の
著
作
物
の
使
用
に
は
、
複
数
の

著
作
権
の
支
分
権
が
か
か
わ
り
ま
す
。

朗
読
…
…
（
口
述
権
）
第
二
十
四
条 

テ
ロ
ッ
プ
…
…
（
複
製
権
）
第
二
十
一
条 

配
信
…
…
（
公
衆
送
信
権
等
）
第
二
十
三

条 
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13

相
談
例
　
●
ネ
ッ
ト
配
信

　「
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
な
ど
の
無
料
動
画
共
有
サ
イ
ト
で
、
今
ま
で
自
分
の
心
に
留

ま
っ
て
記
録
し
て
お
い
た
中
か
ら
、
人
々
を
元
気
に
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
言
葉
を

引
用
し
た
番
組
を
作
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
時
の
説
明
に
著
作
権
の
許
諾
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
選
ん
だ
言
葉
を
引
用
す
る
と
き
に
も
許
諾
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。
記
録
に
は
、
ど
こ
で
読
ん
だ
の
か
は
書
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
引
用
元

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
無
料
配
信
で
す
し
、
自
分
に
後
で
ど
れ
だ
け
の
対
価
が
入
る
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
使
用
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
れ
は
困
り
ま
し
た
。

　
書
籍
で
い
え
ば
「
箴
言
集
」
で
す
か
ら
引
用
で
は
な
い
著
作
物
使
用
で
す
の
で
、
許
諾
が
必

要
で
す
。
紙
で
も
配
信
で
も
、
著
作
者
も
著
作
物
名
も
不
明
で
は
、
ま
っ
た
く
使
え
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
、
許
諾
を
得
て
無
料
配
信
す
る
場
合
で
も
、
著
作
物
使
用
料
が
必
要
で
す
。

Q1

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□

□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□

□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□

著
作
物
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
著
作
物

題
号
（
作
品
名
）、
著
作
者
名
の
明
記
が
必

要
で
す
。

箴
言
集
は
著
作
物
の
複
製
で
す
か
ら
、
著

作
物
の
使
用
に
あ
た
り
、
作
品
名
、
著
作

者
名
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
で
の
無
料
配
信 

―
― 

引
用
元
が
不
明
な
場
合
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12

相
談
例
　
●
朗
読

複
数
の
作
品
の
朗
読
な
ど
　

　
同
じ
テ
ー
マ
を
持
つ
作
品
を
い
く
つ
か
朗
読
し
ま
す
。
す
べ
て
を
聞
く
と
、
私
の
意

図
し
た
世
界
観
が
伝
わ
る
の
で
、
主
従
関
係
が
成
立
す
る
と
思
っ
て
い
い
で
す
か
。

　
朗
読
さ
れ
る
方
、
つ
ま
り
引
用
す
る
側
の
文
書
の
実
態
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
主
従
関
係
は

成
立
し
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
の
意
図
す
る
世
界
観
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
複
数
の
著
作
物
を
使
用
す
る
の
で
す
か

ら
、
個
々
の
作
品
の
使
用
許
諾
を
得
た
う
え
で
、
で
き
あ
が
っ
た
朗
読
台
本
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

と
同
じ
よ
う
に
、
編
集
著
作
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
著
作
権
に
抵
触
し
な
い
方
法
で
朗
読
を
し
た
い
の
で
す
が
、
引
用
を
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
著
作
権
法
第
三
十
八
条
（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
上
演
等
）
に
該
当
す
れ
ば
許
諾
を
得
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
営
利
、
入
場
料
無
料
、
演
者
無
報
酬
、
か
つ
全
文
朗
読
で
一
切
の
改
変

が
な
い
場
合
で
す
。
改
変
、
抜
粋
を
す
る
場
合
は
許
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q1Q2

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□

□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□

□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□

複
数
の
著
作
物
を
並
べ
て
朗
読
台
本
を
作

成
す
る
の
は
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
集
と

同
じ
で
す
。
編
集
し
た
方
の
意
図
が
並
べ

方
、
選
び
方
に
は
っ
き
り
と
反
映
さ
れ
て

い
れ
ば
、
編
集
著
作
物
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
個
々
の
著
作
物
の
使
用
が
自
由
に

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
別
に
許
諾
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
編
集
著
作
物
）

第
十
二
条 

　
編
集
物
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
で

そ
の
素
材
の
選
択
又
は
配
列
に
よ
つ
て
創

作
性
を
有
す
る
も
の
は
、
著
作
物
と
し
て

保
護
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
編
集
物
の

部
分
を
構
成
す
る
著
作
物
の
著
作
者
の
権

利
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
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15

相
談
例
　
●
出
版

雑
誌
の
記
事
で
の
複
数
の
引
用

　
雑
誌
の
特
集
記
事
と
し
て
食
べ
歩
き
紀
行
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
ご
当
地
美

味
い
も
の
」
に
つ
い
て
の
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
文
章
を
引
用
し
ま
す
。

　
主
た
る
文
章
は
編
集
部
が
執
筆
し
ま
す
。
雑
誌
の
性
格
上
、
写
真
の
部
分
が
多
く
、

主
た
る
文
章
の
ほ
う
が
当
然
長
い
の
で
、
引
用
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ゲ
ラ
を
拝
見
し
な
い
と
は
っ
き
り
と
は
お
答
え
し
か
ね
ま
す
が
、
著
名
な
著
作
物
を
多
く
引

い
て
い
る
こ
と
を
「
売
り
」
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
引
用
で
は
な
い
著
作
物
使
用
の
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
浅
草
の
老
舗
、
駒
形
ど
ぜ
う
を
紹
介
す
る
と
き
に
、
玄
関
わ
き
の
句
碑
を
含
め

て
撮
影
し
、
久
保
田
万
太
郎
の
「
神
輿
ま
つ
ま
の
ど
ぜ
う
汁
す
ゝ
り
け
り
」
の
句
を
添
え
る
と

い
う
よ
う
な
場
合
は
、
単
な
る
著
作
物
使
用
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
写
真
に
文
芸
作
品
の
一
文
を
載
せ
た
だ
け
の
ペ
ー
ジ
な
ど
は
、
引
用
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ラ
フ
で
結
構
で
す
の
で
原
稿
案
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Q1

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□

□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□

□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□

た
と
え
ば
、「『
◎
◎
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、

〇
〇
が
好
ん
だ
●
●
屋
の
饅
頭
」「
△
△
が

散
歩
の
途
中
よ
く
立
ち
寄
っ
た
と
『
▽
▽
』

に
書
か
れ
て
い
る
▲
▲
屋
」
と
い
う
記
述

な
ら
ば
、
使
用
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
。
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14

相
談
例
　
●
Ｃ
Ｍ
・
広
告

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ポ
ス
タ
ー
や
街
頭
の
電
子
広
告

　
保
険
の
Ｃ
Ｍ
の
企
画
の
コ
ン
ペ
が
あ
り
ま
す
。
採
用
さ
れ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ポ

ス
タ
ー
、
街
頭
の
電
子
広
告
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　
画
面
や
ポ
ス
タ
ー
に
小
説
の
一
部
を
引
用
し
ま
す
。
引
用
の
出
典
明
記
は
デ
ザ
イ
ン

上
、
美
し
く
な
い
の
で
し
ま
せ
ん
。
引
用
の
連
絡
は
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
使
い
方
は
、
引
用
で
は
な
い
著
作
物
使
用
で
す
の
で
、
連
絡
で
は
な
く
、
著
作
物
使
用

申
請
を
さ
れ
て
、
著
作
者
の
許
諾
が
必
要
で
す
。

　
引
用
で
も
著
作
物
使
用
で
も
、
デ
ザ
イ
ン
上
、
美
し
く
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
著
作
者
名

や
著
作
物
名
を
ど
こ
に
も
記
載
し
な
い
の
は
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
コ
ン
ペ
に
出
す
こ
と
に
つ
い
て
の
許
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
ら
、
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
放
送
、
ポ
ス
タ
ー
、
電
子
広
告
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
態
様
に
つ
い
て
の
使
用
申
請
と

許
諾
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Q1

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□

□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□

□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□

前
項
と
同
様
に
、
著
作
物
題
号
と
著
作
者

名
の
明
示
が
必
要
で
す
。

chosakuken_009-016.indd   14 2017/04/24   17:23



第
２
章

「
引
用
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
事
項
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相
談
例
　
●
教
育

教
師
用
の
雑
誌
、
入
試
の
過
去
問
題
集

　
学
校
教
師
用
に
、
指
導
例
を
提
案
す
る
雑
誌
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
教
科
書
採
用
作

品
の
一
部
を
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
引
用
と
判
断
し
て
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

　
教
師
用
の
指
導
書
等
の
、
授
業
を
効
果
的
に
進
め
る
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
文
章
で
は
、
明

瞭
に
区
別
し
た
著
作
物
は
引
用
と
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
は
引
用
要
件
と
し
て
出
典
明
示
を
し
、
主
従
の
関
係
が
明
ら
か
な
場
合
で
す
。

同
じ
指
導
書
で
も
、
詩
歌
作
品
を
載
せ
て
読
み
方
の
指
導
を
す
る
も
の
は
、
引
用
で
は
な
い
使

用
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
初
校
で
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
入
試
問
題
に
使
用
し
た
文
章
に
、
別
の
作
家
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
過

去
問
題
集
を
製
作
す
る
際
、
引
用
さ
れ
た
文
章
の
著
作
権
者
の
許
諾
は
不
要
で
す
か
。

　
主
た
る
文
章
の
著
者
が
主
張
す
る
意
見
が
網
羅
さ
れ
て
い
て
、
引
用
作
品
が
従
の
関
係
に
あ

り
出
典
明
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
引
用
と
判
断
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
文
章
の
前
に

論
点
が
あ
れ
ば
引
用
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
な
お
、
詩
歌
・
俳
句
等
の
鑑
賞
文
で
の
詩
歌
等
の
紹

介
は
引
用
と
認
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
使
用
と
し
て
許
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

Q1Q2

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□

□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□

□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□

教
科
書
準
拠
教
材
、
教
師
用
の
指
導
の
手

引
き
類
な
ど
の
作
成
時
に
、「
教
科
書
は
許

諾
が
必
要
な
い
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
い

る
か
ら
こ
れ
も
許
諾
の
必
要
は
な
い
」
と

誤
解
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

教
科
書
は
、著
作
権
法
で
は
「
教
科
用
図
書
」

と
位
置
付
け
ら
れ
、
左
記
の
取
り
扱
い
で

す
。

（
教
科
用
図
書
等
へ
の
掲
載
）

第
三
十
三
条 

　
公
表
さ
れ
た
著
作
物
は
、

学
校
教
育
の
目
的
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る

限
度
に
お
い
て
、
教
科
用
図
書
（
小
学
校
、

中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず

る
学
校
に
お
け
る
教
育
の
用
に
供
さ
れ
る

児
童
用
又
は
生
徒
用
の
図
書
で
あ
つ
て
、

文
部
科
学
大
臣
の
検
定
を
経
た
も
の
又
は

文
部
科
学
省
が
著
作
の
名
義
を
有
す
る
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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三
　
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
著
作
物
を
複
製
以
外
の
方
法
に
よ
り
利
用
す
る
場
合
　（
以
下
略
）

２ 

前
項
の
出
所
の
明
示
に
当
た
つ
て
は
、
こ
れ
に
伴
い
著
作
者
名
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
及
び
当
該
著
作
物
が
無

名
の
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
著
作
物
に
つ
き
表
示
さ
れ
て
い
る
著
作
者
名
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
な
お
、
著
作
権
法
第
三
十
二
条
は
、
日
本
も
批
准
し
て
い
る
著
作
権
の
国
際
的
保
護
条
約
の
一
つ
で
あ
る
、
ベ
ル

ヌ
条
約
（
正
式
名
称
は
「
文
学
的
及
び
美
術
的
著
作
物
の
保
護
に
関
す
る
ベ
ル
ヌ
条
約
」）
の
第
10
条
１
項

 

「
既
に
適
法
に
公
衆
に
提
供
さ
れ
た
著
作
物
か
ら
の
引
用
（
新
聞
雑
誌
の
要
約
の
形
で
行
う
新
聞
紙
及
び
定
期
刊
行

物
の
記
事
か
ら
の
引
用
を
含
む
。）
は
、
そ
の
引
用
が
公
正
な
慣
行
に
合
致
し
、
か
つ
、
そ
の
目
的
上
正
当
な
範
囲

内
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
適
法
と
さ
れ
る
。」

に
な
ら
っ
て
、
現
在
の
著
作
権
法
が
制
定
さ
れ
た
際
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
比
較
し
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
る
と
お

り
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
著
作
権
法
の
下
で
、
適
法
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
「
引
用
」
は
、

少
な
く
と
も
ベ
ル
ヌ
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
国
に
お
い
て
は
、
国
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
が
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に

は
、
同
様
に
適
法
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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著
作
権
法
上
の
規
定

　
ま
ず
、
現
在
の
著
作
権
法
に
お
け
る
、「
引
用
」
に
関
す
る
規
定
を
確
認
し
ま
す
。「
引
用
」
に
関
す
る
著
作
権
法

の
規
定
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
引
用
）

第
三
十
二
条
一

 

「
公
表
さ
れ
た
著
作
物
は
、
引
用
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
引
用
は
、
公
正
な

慣
行
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
報
道
、
批
評
、
研
究
そ
の
他
の
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
で
行
な
わ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
出
所
の
明
示
）

第
四
十
八
条

 

「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
著
作
物
の
出
所
を
、
そ
の
複
製
又
は
利
用
の
態
様
に
応

じ
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
方
法
及
び
程
度
に
よ
り
、
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　（
略
）

　
二
　（
略
）
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「
引
用
」
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件

　
協
会
見
解
（
日
本
文
藝
家
協
会
の
「
文
藝
的
著
作
物
の
引
用
に
つ
い
て
の
見
解
」、
以
下
「
協
会
見
解
」）
に
お
い

て
は
、「
引
用
」
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
前
記
の
著
作
権
法
第
三
十
二
条
お
よ
び
引
用
の
際
の
出
所

表
示
に
つ
い
て
定
め
た
第
四
十
八
条
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
五
つ
の
要
件
が
示
し
て
あ
り
ま
す
。

①
「
引
用
」
で
あ
る
こ
と

② 

引
用
さ
れ
る
著
作
物
は
公
表
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と

③ 

引
用
が
「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」
こ
と

④ 

引
用
が
「
報
道
、
批
評
、
研
究
そ
の
他
の
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」
で
あ
る
こ
と

⑤ 

第
四
十
八
条
に
定
め
る
「
出
所
表
示
」
を
伴
う
こ
と

　
他
人
の
著
作
物
の
自
己
の
著
作
物
へ
の
利
用
が
、
こ
れ
ら
①
か
ら
⑤
ま
で
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
に
は
、

そ
の
他
人
が
著
作
物
に
つ
い
て
有
す
る
複
製
権
（
著
作
権
法
第
二
十
一
条
）
そ
の
他
の
著
作
権
の
侵
害
と
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　

　
次
章
で
は
こ
の
五
つ
の
要
件
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
が
、
昭
和
45
年
の
改
正
前
の
旧
著
作
権

法
（
第
三
十
条
一
項
第
二
）
で
は
、
右
の
③
や
④
の
よ
う
な
要
件
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す
で
に
発
行
さ

れ
た
他
人
の
著
作
物
を
正
当
の
範
囲
内
に
お
い
て
自
由
に
自
己
の
著
作
物
中
に
「
節
録
引
用
」
で
き
る
と
規
定
し

て
い
ま
し
た
（「
節
録
」
と
は
「
適
度
に
は
ぶ
い
て
書
き
し
る
す
こ
と
」
等
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
広
辞
苑
第
六
版
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「
引
用
」
の
規
定
の
趣
旨

 

「
は
じ
め
に
」
で
説
明
し
た
と
お
り
、「
引
用
」
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
著
作
権
法
第
三
十
条
か
ら
第
四
十
七
条
の

十
ま
で
に
定
め
ら
れ
た
「
権
利
制
限
規
定
」、
つ
ま
り
著
作
権
者
の
著
作
権
の
行
使
が
制
限
さ
れ
る
場
合
を
定
め
た

規
定
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
趣
旨
、
社
会
的
必
要
性
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
制
限
の
要
件
も
個
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

「
引
用
」
の
規
定
（
第
三
十
二
条
）
の
趣
旨
に
つ
い
て
考
え
ま
す
と
、
世
に
出
て
い
る
他
の
著
作
物
を
自
己
の
著
作

物
の
中
に
取
り
入
れ
て
利
用
す
る
こ
と
を
適
正
な
方
法
・
範
囲
内
で
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
著
作
物
の
創
作

活
動
な
ど
を
よ
り
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
高
い
文
化
的
価
値
を
容
易
に
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
そ
の
結
果
、
著
作
権
制
度
の
目
的
で
あ
る
「
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
」（
著
作
権
法
第
一
条
）
こ
と
を
図
っ

た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、適
法
な
「
引
用
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、こ
の
制
度
趣
旨
に
立
ち
戻
っ

て
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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「
引
用
」
の
各
要
件
の
具
体
的
な
内
容
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等
）。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
「
引
用
」
に
あ
た
り
、
正
当
の
範
囲
内
で
許
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
判
所
昭
和
55
年
３
月
28
日
判
決
（
民
集
34
巻
３
号
２
４
４
頁
。
通
常
「
パ
ロ
デ
ィ
事

件
判
決
」、
あ
る
い
は
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
事
件
判
決
」
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は
51
〜
52
ペ
ー
ジ
）
は
、「
こ

こ
に
い
う
引
用
と
は
、
紹
介
、
参
照
、
論
評
そ
の
他
の
目
的
で
自
己
の
著
作
物
中
に
他
人
の
著
作
物
の
原
則
と
し

て
一
部
を
採
録
す
る
こ
と
」
を
い
う
と
解
釈
し
た
う
え
で
、
こ
の
条
文
で
い
う
「
引
用
」
に
あ
た
る
と
い
う
た
め

に
は
、
引
用
す
る
著
作
物
と
引
用
さ
れ
る
著
作
物
と
の
間
に
「
主
」
と
「
従
」
と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
、
引
用
さ

れ
る
著
作
物
が
引
用
す
る
著
作
物
の
中
で
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
判
断
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
主
従
関
係
」、「
明
瞭
区
別
性
」
と
い
う
二
つ
の
要
件
が
な
け
れ
ば
、「
適
法
な
引
用
」
と
い
え
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
て
、
前
述
の
①
か
ら
⑤
の
よ
う
に
要
件
が
定
め
ら
れ
た
後
も
、
裁
判
例
、
学
説

等
で
ひ
ろ
く
支
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
協
会
見
解
も
、「
主
従
関
係
」
と
「
明
瞭
区
別
性
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
、

「
引
用
」
が
認
め
ら
れ
る
要
件
①
の
「『
引
用
』
で
あ
る
こ
と
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
使
用
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
主
従
関
係
」
と
「
明
瞭
区
別
性
」
と
は
、新
著
作
権
法
の
要
件
③
の
「『
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
』
こ
と
」

の
主
要
な
判
断
要
素
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
す
が
、
要
件
①
の
「『
引
用
』
で
あ
る
こ
と
」
や
要
件
④
の
「『
引
用

の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
』
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
の
判
断
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、「
主
従
関
係
」

と
「
明
瞭
区
別
性
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
章
の
要
件
①
の
「
引
用
」
に
つ
い
て
の
説
明
の
項
に
お
い
て
説
明
し

ま
す
。
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引
用
さ
れ
る
著
作
物
の
量
が
引
用
す
る
著
作
物
の
量
を
は
る
か
に
超
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
主
従
関
係
を
満
た
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
主
従
関
係
は
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
量
的
な
比
較

だ
け
で
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
裁
や
内
容
も
含
め
、
こ
れ
を
読
み
、
あ
る
い
は
見
る
者
に
ど

ち
ら
が
主
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
抱
か
せ
る
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
、
総
合
的
な
比
較
、
判
断
が
な
さ
れ
ま
す
。

イ 

明
瞭
区
別
性

　
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
を
、
本
文
と
明
瞭
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
な
か
た
ち
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
文
藝
家
協
会
が
昭
和
53
年
に
公
表
し
た
「
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
」
の
一
項
に
、

「
引
用
部
分
は
何
ら
か
の
方
法
で
、
本
文
と
明
確
に
区
別
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。（
た
と
え
ば
、
引
用
文
の
前
後
を
一

行
ず
つ
あ
け
る
と
か
、
一
字
下
げ
に
す
る
と
か
、
ま
た
「
　
」
で
く
く
る
等
々
）」

と
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
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要
件
①

　「
引
用
」
で
あ
る
こ
と

　
一
般
的
に
「
引
用
」
と
は
、「
自
分
の
説
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
他
の
文
章
や
事
例
ま
た
は
古
人
の
語
を
引
く
こ
と
」

（
広
辞
苑
第
六
版
）
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
著
作
権
法
上
で
は
、
と
く
に
こ
の
用
語
と
し
て
の
定
義
は
な
く
、

あ
え
て
言
い
換
え
れ
ば
、
他
人
の
著
作
物
を
自
己
の
著
作
物
等
に
「
取
り
込
む
こ
と
」
と
い
う
こ
と
に
で
も
な
り
ま

し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、
何
ら
の
表
示
も
せ
ず
、
他
人
の
著
作
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
自
己
の
著
作
物
の
最
終
章
に
配
置
し

て
、
全
部
を
自
己
の
著
作
物
と
し
て
公
表
す
る
行
為
な
ど
は
、
お
よ
そ
「
引
用
」
の
概
念
に
含
ま
れ
ず
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
そ
の
判
断
に
も
、
前
記
パ
ロ
デ
ィ
事
件
最
高
裁
判
決
の
示
し
た
「
主
従

関
係
」
や
「
明
瞭
区
別
性
」
と
い
う
判
断
基
準
を
使
用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
要
素
「
主
従
関
係
」
と
「
明
瞭
区
別
性
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
解
説
し

ま
す
。

ア 

主
従
関
係

　
引
用
す
る
著
作
物
と
引
用
さ
れ
る
著
作
物
と
の
間
に
「
主
」
と
「
従
」
と
の
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
著

作
者
が
著
作
す
る
際
に
他
人
の
著
作
物
を
引
用
す
る
場
合
、引
用
さ
れ
る
著
作
物
が「
従
」、引
用
す
る
著
作
物
が「
主
」

と
い
う
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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要
件
③

　引
用
が
「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」
こ
と

 

「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」
か
ど
う
か
は
、
引
用
し
、
引
用
さ
れ
る
著
作
物
の
性
質
お
よ
び
種
類
、
引
用
の
目
的

と
態
様
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
ま
す
。「
世
の
中
で
著
作
物
の
引
用
行
為
と
し
て
実
態
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、

社
会
感
覚
と
し
て
妥
当
」
と
見
ら
れ
る
も
の
が
、「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、
以
前
か
ら

ア 

報
道
の
材
料
と
し
て
著
作
物
を
引
用
す
る
場
合

イ 

自
分
の
学
説
を
展
開
す
る
た
め
に
、
自
説
を
裏
づ
け
し
、
補
強
す
る
た
め
に
他
人
の
著
作
物
を
引
用
す
る
場
合

ウ 

他
人
の
学
説
や
考
え
方
を
論
評
す
る
た
め
に
、
他
人
の
著
作
物
を
引
用
す
る
場
合

エ 

小
説
の
中
に
、
そ
の
時
代
状
況
を
説
明
し
把
握
さ
せ
る
た
め
に
他
人
の
詩
歌
等
を
引
用
す
る
場
合

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
た
と
え
ば
、
加
戸
守
行
『
著
作
権
法
逐
条
講
義
』（
六
訂
新
版
）
２
６
５
頁
）。

　
こ
れ
ら
の
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
他
人
の
著
作
物
を
自
己
の
著
作
物
に
取
り
込
ん
で
引
用
す
る
必
要
性
、
あ
る

い
は
必
然
性
が
な
け
れ
ば
、「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」
引
用
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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要
件
②
　
引
用
で
き
る
著
作
物
は

 
　
　
　
　
公
表
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と

　
著
作
者
や
著
作
権
継
承
者
が
、
た
と
え
ば
、
日
記
、
書
簡
、
あ
る
い
は
不
満
な
草
稿
な
ど
、
公
表
し
た
く
な
い
著

作
物
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
未
公
表
の
著
作
物
ま
で
を
第
三
者
が
引
用
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
著
作
者
や
著
作
権
承
継
者
等
の
意
に
反
し
て
ま
で
そ
の
公
表
を
強
い
る
と
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
引
用
に
つ
い

て
著
作
権
を
制
限
す
る
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
、
行
き
過
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
引
用
で
き
る
著

作
物
は
公
表
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、「
公
表
」
と
は
、
公
衆
、
す
な
わ
ち
「
不
特
定
の
人
」
ま
た
は
「
特
定
多
数
の
人
」
に
提
供
す
る
行
為
で

す
。
た
と
え
ば
、
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
12
年
２
月
29
日
判
決
（
判
例
時
報
１
７
１
５
号
76
頁
）
で
は
、
中
学
の
文

集
に
掲
載
し
た
文
章
を
無
断
掲
載
し
た
行
為
が
問
題
と
な
り
、
中
学
の
文
集
が
３
０
０
部
以
上
、
配
布
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、「
公
表
」
さ
れ
た
著
作
物
で
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
、
適
法
な
引
用
に
は
該
当
し
な
い
、

と
し
て
著
作
権
侵
害
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
）。
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の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
学
術
的
な
研
究
書
で
あ
っ
て
も
、
気
分
を
変
え
る
た
め
に
、
１
章
ご
と
に
俳
句

を
単
独
で
掲
載
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
研
究
の
目
的
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
文
芸
家
に
と
っ
て
、
引
用
の
主
た
る
目
的
が
、
真
に
批
評
、
研
究
の
場
合
に
は
、
引
用
の
目
的
上
必
要
な
範
囲
を

超
え
て
引
用
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

著
述
の
目
的
が
、
主
と
し
て
著
名
な
作
家
の
文
章
を
豊
富
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
の
関
心
、
購
買
意
欲

を
煽
っ
て
売
り
上
げ
を
得
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
論
評
は
ご
く
形
式
的
に
こ
れ
に
付
さ
れ
、
従
た
る
も
の

に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
批
評
の
目
的
が
一
定
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
目
的
の
正
当
な

範
囲
を
逸
脱
す
る
引
用
で
あ
る
、
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
主
た
る
目
的
の
如
何
に
よ
っ
て
、

引
用
で
き
る
範
囲
の
広
狭
も
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
評
伝
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
著
作
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
研
究
、
評
論
、
評
伝
、
伝
記

の
類
で
は
、
著
者
の
見
解
を
説
明
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
引
用
の
長
さ
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
こ
ま
で
の
引
用
が
必
要
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
先
が
不
必
要
か
は
、
筆
者
の
考
え
方
に
よ
っ
て
も
違
う
こ
と
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
べ

き
で
し
ょ
う
。他
人
の
著
作
物
を
引
用
し
て
著
述
す
る
筆
者
も
引
用
さ
れ
る
著
作
物
の
筆
者
も
、同
じ
文
芸
家
で
あ
っ

て
、
い
つ
逆
の
立
場
に
立
つ
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
日
本
文
藝
家
協
会
と
し
て
は
、
引
用
の
問
題
は
、

結
局
、
互
い
に
相
手
方
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
た
場
合
に
、
自
分
の
立
場
が
正
当
か
ど
う
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
解

決
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
楽
曲
の
た
め
の
詩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
引
用
の
範
囲
に
つ
い
て
、
日
本
文
藝
家
協
会
と
日
本
音
楽
著
作
権

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
と
の
間
で
交
換
し
た
覚
書
に
基
づ
い
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
後
に
詳
し
く
述
べ
ま
す
が
、
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要
件
④
　
引
用
が
「
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」

 
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と

　
著
作
権
法
第
三
十
二
条
は
、「
報
道
、
批
評
、
研
究
そ
の
他
の
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」
で
あ
る
こ
と
を

適
法
な
引
用
の
要
件
と
し
て
明
記
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
報
道
、
批
評
、
研
究
」
は
、
こ
れ
に
引
き
続
い
て
「
そ

の
他
の
引
用
の
目
的
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
引
用
の
目
的
」
の
「
例
示
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

　
し
か
し
、
著
作
権
法
が
「
引
用
」
と
い
う
方
法
に
よ
る
利
用
を
著
作
権
の
権
利
制
限
事
由
と
し
た
趣
旨
が
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
、
先
行
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
著
作
物
を
適
正
な
範
囲
で
自
由
か
つ
積
極
的
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
創
作
を
容
易
に
さ
せ
、
よ
り
豊
か
な
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、「
報
道
、

批
評
、
研
究
」
を
目
的
と
す
る
引
用
が
も
っ
と
も
よ
り
豊
か
な
文
化
の
発
展
と
い
う
趣
旨
に
適
合
す
る
典
型
的
な
も

の
と
い
え
、
著
作
権
法
第
三
十
二
条
が
こ
れ
ら
三
つ
を
引
用
の
目
的
の
例
と
し
て
ま
ず
挙
げ
た
こ
と
も
よ
く
理
解
で

き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
三
つ
の
目
的
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
（
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
三

つ
の
例
に
共
通
す
る
要
素
を
備
え
る
よ
う
な
）
目
的
に
よ
る
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
ほ
ど
、
前
に
述
べ
た

③
の
要
件
「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」
と
認
め
ら
れ
や
す
く
な
り
、
ま
た
引
用
が
許
さ
れ
る
「
正
当
な
範
囲
」
も

広
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
は
「
引
用
の
目
的
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
用
す
る
側
の
著
作
物
全
体
の
性
質
に
関
す
る
も
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要
件
⑤

　出
所
明
示
に
つ
い
て

　
引
用
し
た
場
合
に
、
出
所
明
示
の
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
。

　
日
本
文
藝
家
協
会
が
昭
和
53
年
に
公
表
し
た
「
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
」
の
二
項
は
、

 

「
出
所
明
示
は
著
作
者
名
を
表
示
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
作
品
名
（
書
名
）
な
ど
も
表
示
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」

と
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
作
品
名
、
書
名
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
出
所
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、

右
記
の
日
本
文
藝
家
協
会
の
見
解
は
、
と
く
に
短
歌
や
俳
句
な
ど
の
場
合
、
正
確
な
出
典
（
掲
載
書
籍
名
）
を
記
載

す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
こ
と
な
ど
、
そ
の
表
示
の
困
難
性
と
い
う
実
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
問
題
は
今

も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
出
所
明
示
に
つ
い
て
は
、
罰
則
の
規
定
が
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
著
作
権
法
第
百
二
十
二
条
）
こ

と
な
ど
か
ら
、
引
用
の
要
件
で
は
な
く
、
こ
れ
を
怠
っ
て
も
、
引
用
自
体
が
直
ち
に
違
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
、

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
引
用
す
る
場
合
に
、
著
作
物
の
出
所
を
適
切
に
明
示
し
な
け
れ
ば
、
要
件

③
の
「
引
用
が
『
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
』
こ
と
」
と
い
う
要
件
を
欠
く
も
の
と
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
引
用
の
要
件
の
一
つ
と
考
え
て
お
く
こ
と
が
無
難
で
す
。
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そ
の
運
用
、
改
正
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
は
、
今
後
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
46
ペ
ー
ジ
）。

※ 

従
来
の
裁
判
例
や
学
説
で
は
、「
主
従
関
係
」
や
「
明
瞭
区
別
性
」
と
い
う
基
準
は
①
の
「
引
用
」
で
あ
る
こ
と
と
い
う
要
件
の
判

断
基
準
で
あ
る
と
と
も
に
、
③
の
「
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
」
と
い
う
要
件
あ
る
い
は
④
の
「
報
道
、
批
評
、
研
究
そ
の
他
の
引
用

の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
も
そ
も

「
引
用
」
と
い
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
引
用
」
で
は
あ
る
が
③
や
④
の
要
件
を
欠
く
「
適
法
な
」
引
用
で
は
な
い
の
か
を
明
確
に
区

別
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
③
や
④
の
要
件
の
判
断
に
も
当
然
に
「
主
従
関
係
」、「
明
瞭
区
別
性
」
の
基
準
を
使
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
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第
４
章

「
引
用
」
の
規
定
に
関
す
る
最
近
の
事
情
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俳
句
や
短
歌
、
詩
歌
の
引
用
に
つ
い
て

　
篠 

弘

　歌
人
・
日
本
文
藝
家
協
会
副
理
事
長

　

　
よ
く
短
歌
・
俳
句
の
月
刊
誌
の
「
表
紙
裏
」
に
、
近
刊
紹
介
と
し
て
数
首
・
数
句
が
、
ま
っ
た
く
の
コ
メ
ン
ト
無
し
で
載
る
習
慣

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
刊
の
諸
誌
か
ら
数
人
の
話
題
作
な
ど
が
、
単
に
抽
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

止
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
評
論
・
評
伝
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
、
文
中
に
一
、二
の
作
品
を
引
き
な
が
ら
論
ず
る
場
合
は
、
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ら

に
数
首
、
数
句
に
及
ぶ
場
合
は
、
改
行
に
し
て
扱
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
そ
の
う
え
筆
者
が
い
か
に
理
解
し
た
か
、
い
か
に
評
価
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
実
作
に
即
し
て
具
体
的
に
触
れ
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
り
に
ス
ペ
ー
ス
を
保
っ
て
核
心
に
触
れ
な
け
れ
ば
、
引
用
と
は
見
做
し
が
た
い
も
の
で
す
。

　
も
と
よ
り
数
十
首
を
添
え
る
こ
と
は
論
外
で
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
触
れ
た
か
っ
た
も
の
が
あ
る
と
述
べ
て
、
数
首
・
数
句
以
上
を

末
尾
に
書
き
添
え
る
場
合
も
、
論
文
そ
の
も
の
が
中
途
半
端
な
証
で
す
。

　
も
う
一
つ
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
詩
歌
集
の
書
名
を
挙
げ
る
に
際
し
て
、
概
ね
「
発
行
年
」
が
示
さ
れ
ま
す
が
、「
発
行
年
月
」

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
何
月
か
わ
か
る
と
、
同
年
の
も
の
の
遅
速
を
知
り
得
る
う
え
、
特
に
雑
誌
掲
載
の
作
品
の
場
合
は
、
検
索

が
容
易
に
な
り
、
か
つ
年
表
な
ど
の
作
成
に
有
効
な
の
で
、
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
た
ら
に
参
考
文
献
を
注
記
す
る
こ
と
は
避
け
て
、
特
定
す
る
以
上
は
、
書
名
あ
る
い
は
雑
誌
名
、
発
行
年
月
、
発
行
所
の
ほ
か

に
、
当
該
資
料
の
論
文
名
、
章
の
名
な
ど
が
明
記
さ
れ
る
と
、
参
考
文
献
と
し
て
の
役
割
が
倍
加
す
る
で
し
ょ
う
。
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ウ 

新
法
下
で
は
、
前
記
③
の
「
公
正
な
慣
行
」、
④
の
「
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」
の
要
件
に
該
当
す
る
か
否
か
を
、

利
用
の
目
的
、
方
法
や
態
様
、
利
用
さ
れ
る
著
作
物
の
種
類
や
性
質
、
著
作
権
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
な
ど

の
諸
要
素
を
総
合
考
慮
し
て
直
接
判
断
す
れ
ば
足
り
、
最
高
裁
の
示
し
た
前
記
二
つ
の
要
件
、
と
く
に
「
主
従

関
係
」
の
要
件
に
あ
て
は
め
よ
う
と
し
て
、「
主
従
関
係
」
の
概
念
に
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
要
素
を
無
理
に
詰
め
込

も
う
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
と
い
う
よ
う
な
指
摘
が
、
学
者
、
実
務
家
か
ら
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、実
際
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、「
明
瞭
区
別
性
」、「
主
従
関
係
」
と
い
う
語
を
使
わ
な
い
で
、「
公
正
な
慣
行
」

に
合
致
す
る
か
、「
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」
と
評
価
で
き
る
か
、
な
ど
を
判
断
す
る
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
※
。

※ 

た
と
え
ば
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
14
年
４
月
11
日
判
決
（
平
成
13
年
（
ネ
）
第
３
６
７
７
号
事
件
）
や
、
東
京
地
方
裁
判
所
平
成

24
年
９
月
28
日
判
決
（
平
成
23
年
（
ワ
）
第
９
７
２
２
号
事
件
）
な
ど
。
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「
明
瞭
区
別
性
」
と
「
主
従
関
係
」
に
言
及
し
な
い
裁
判
例

　
適
法
な
引
用
と
い
え
る
た
め
に
は
、「
明
瞭
区
別
性
」
と
「
主
従
関
係
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
判
断
基
準
を
示

し
た
、
と
さ
れ
る
前
記
の
パ
ロ
デ
ィ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
昭
和
45
年
の
著
作
権
法
改
正
前
の
旧
著
作
権
法
の
引
用

の
規
定
（
旧
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
「
自
己
ノ
著
作
物
中
ニ
正
当
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
節
録
引
用
ス
ル
コ
ト
」
を

容
認
す
る
規
定
）
が
適
用
さ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
し
た
（
22
ペ
ー
ジ
、
パ
ロ
デ
ィ
事
件
に
つ
い
て

の
詳
細
は
51
〜
52
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
、
新
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
平
成

14
年
こ
ろ
ま
で
は
、「
明
瞭
区
別
性
」
と
「
主
従
関
係
」
の
二
つ
の
要
件
を
充
足
す
れ
ば
、
適
法
な
引
用
の
要
件
を

満
た
す
と
い
う
裁
判
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
判
断
の
仕
方
に
対
し
て
、
最
近
、
批
判
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、

ア 

前
記
最
高
裁
判
決
は
、
旧
法
が
適
用
さ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
そ
の
後
、
著
作
権
法
は
、
前
記
の
よ
う
に
適
法
な

引
用
の
要
件
を
よ
り
詳
し
く
定
め
た
規
定
を
設
け
て
い
る
た
め
、
前
記
最
高
裁
判
決
に
拘
束
さ
れ
る
理
由
が
な

い
こ
と
、

イ 

新
法
第
三
十
二
条
の
引
用
の
規
定
で
は
、
前
記
①
な
い
し
④
の
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
前
記
最
高

裁
判
決
の
述
べ
て
い
る
二
要
件
が
こ
の
①
な
い
し
④
の
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
の
か
不
明
確
で
、
そ
の
理
解
に

極
め
て
混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
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一
見
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
明
示
的
に
言
及
し
て
い
な
い
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
前
項
の
引
用
す
る
側
の
考
慮
要
素

を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、い
わ
ゆ
る
「
明
瞭
区
別
性
」
や
「
主
従
関
係
」（
た
と
え
ば
分
量
に
つ
い
て
）

の
要
件
は
、
引
用
の
方
法
や
態
様
、
と
し
て
実
質
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
も
「
主
従
関
係
」
は
、
分
量
の
多
寡
の
み
を
考
慮
す
る
の
で
は
な
く
、
引
用
の
「
目
的
」
と
の
関
係

で
も
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
裁
判
例
に
お
い
て
、「
引
用
の
目
的
、
方
法
・
態
様
を
総
合
考
慮
す
る
」
と

い
う
の
も
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
よ
り
一
般
化
し
て
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、従
来
、「
主
従
関
係
」の
有
無
の
判
断
の
た
め
に
考
慮
し
て
い
た
要
素
と
同
一
の
要
素
を
、「
総

合
考
慮
」
し
て
、「
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
」
の
引
用
利
用
か
、「
公
正
な
慣
行
に
合
致
」
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
具
体
的
な
判
断
要
素
、
判
断
方
法
に
変
化
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
か
え
っ
て
、「
総
合
考
慮
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
表
現
よ
り
は
、「
主
従
関
係
の
有
無
で
判
断
す
る
」
と
い
う

ほ
う
が
、
一
般
人
に
は
、
よ
ほ
ど
わ
か
り
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
引
用
の
態
様
、
方
法
か
ら
し
て
、

引
用
す
る
側
の
著
作
物
が
主
と
な
っ
て
お
り
、
引
用
さ
れ
る
側
の
著
作
物
が
従
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
通
常
は
、
引
用

の
目
的
上
正
当
な
範
囲
で
あ
り
、
か
つ
公
正
な
慣
行
に
も
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う

か
ら
、
こ
の
「
主
従
関
係
」
と
い
う
要
素
は
、
適
法
な
引
用
と
認
め
ら
れ
る
た
め
の
主
要
な
要
素
と
い
っ
て
も
間
違

「
明
瞭
区
別
性
」
と
「
主
従
関
係
」
は
依
然
と
し
て
必
要
で
あ
る
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最
近
の
裁
判
例
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
要
素

　
前
記
の
「
明
瞭
区
別
性
」、「
主
従
関
係
」
と
い
う
語
を
使
わ
な
い
最
近
の
裁
判
例
で
は
、
引
用
と
し
て
の
利
用
に

あ
た
る
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
以
下
の
各
要
素
を
総
合
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
※
。

ア 

引
用
す
る
側
の
考
慮
要
素

引
用
の
目
的

引
用
の
方
法

引
用
の
態
様
（
分
量
を
含
む
）

イ 

引
用
さ
れ
る
著
作
物
に
つ
い
て
の
考
慮
要
素

著
作
物
の
種
類

著
作
物
の
性
質

ウ 

著
作
権
者
に
つ
い
て
の
考
慮
要
素
（
効
果
）

著
作
権
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
有
無
及
び
程
度

※ 

た
と
え
ば
、知
的
財
産
高
等
裁
判
所
平
成
22
年
10
月
13
日
判
決
（
平
成
22
年
（
ネ
）
第
１
０
０
５
２
号 

損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
）。
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フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
規
定
導
入
の
動
き

　
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
規
定
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
作
権
法
（
以
下
、
米
国
著
作
権
法
）
第
１
０
７
条
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
著
作
権
を
制
限
す
る
一
般
的
な
要
件
を
定
め
た
規
定
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
裁
判
所
は
、「
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
」
規
定
の
な
い
日
本
の
著
作
権
法
下
で
、
権
利
制
限
さ
れ
る

べ
き
場
合
は
、著
作
権
法
第
三
十
条
以
降
の
条
文
に
個
別
的
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
理
解
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
規
定
を
柔
軟
に
解
釈
す
る
な
ど
し
て
、
妥
当
な
結
論
を
導
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟

な
解
釈
に
は
限
界
が
あ
り
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
権
利
制
限
規
定
を
設
け
る
の
で
は
時
代
の
変
化
に
間
に
合
わ
な

い
か
ら
、
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
強
く
主
張
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
そ
の
よ
う
な
動
き
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
法
は
、
著
作
権
者
の
権
利
制

限
を
、
法
律
で
個
別
に
定
め
た
要
件
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
「
総
合
的
な
」
判
断
に
任
せ
る
こ
と
を
可
能

に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
引
用
な
ど
の
個
別
の
規
定
と
こ
の
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
の
規
定
と
の
関
係
が
適
正
に
整

理
さ
れ
な
け
れ
ば
、
著
作
権
者
は
、
著
作
権
の
行
使
に
あ
た
っ
て
、
膨
大
な
費
用
と
労
力
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
著
作
権
侵
害
行
為
の
差
止
め
と
い
う
、
現
在
著
作
権
者
が
有
し
て
い
る
強
力
な
権
利
行
使
が

困
難
と
な
っ
て
、
金
銭
賠
償
の
み
で
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
新
た
な
立
法
の
必
要
性
や
立
法
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
た
め
に
も
、
各
種
の
著
作
権
者
は
、
現
在
の
引

用
の
規
定
に
よ
っ
て
、ど
こ
ま
で
具
体
的
に
事
案
を
解
決
で
き
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
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い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
前
記
の
主
従
関
係
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
す
な
わ
ち
引
用
す
る
側
の
著
作
物
に
と
っ
て
、
引
用
さ
れ
る
著
作

物
が
従
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
報
道
、
批
評
、
研
究
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
目
的
の
達
成
に
必
要
な
引
用
で

あ
る
こ
と（
必
要
な
範
囲
内
の
引
用
で
あ
る
こ
と
）が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
必
要
性
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、

引
用
す
る
側
の
著
作
物
（
主
と
な
る
べ
き
著
作
物
）
が
、
従
と
な
る
べ
き
引
用
さ
れ
る
著
作
物
に
「
言
及
」
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
実
際
的
な
判
断
基
準
で
す
※
。
引
用
し
た
部
分
に
つ
い
て
の
分
析
や
解
説
、
論
証
な
ど
、
ま
っ
た

く
言
及
が
な
け
れ
ば
、
引
用
す
る
必
然
性
、
ひ
い
て
は
主
従
関
係
自
体
を
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
な
お
、
俳

句
、
短
歌
の
掲
載
に
つ
い
て
、
言
及
し
な
い
特
殊
な
慣
行
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後

に
述
べ
ま
す
（
42
〜
45
ペ
ー
ジ
）。

　
な
お
、
従
と
な
る
べ
き
引
用
さ
れ
る
著
作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
も
、
考
慮
さ
れ
る
要
素
は
当
然
に
異
な
っ
て
き
ま

す
が
、
本
冊
子
は
と
く
に
、
文
芸
的
著
作
物
（
言
語
の
著
作
物
）
の
「
引
用
」
の
問
題
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
以
下
の
項
で
は
、「
引
用
」
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
要
素
が
考
慮
さ
れ
て
い

る
か
、
と
い
う
点
を
、
と
く
に
文
芸
的
著
作
物
の
場
合
に
着
目
し
て
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

日
本
文
藝
家
協
会
発
行
の
「
著
作
権
Ｑ
＆
Ａ
」（
２
０
１
６
年
５
月
版
）
23
頁
等
。
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第
５
章

文
芸
的
著
作
物
の
「
引
用
」
に
関
す
る

い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
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そ
の
た
め
に
は
、
現
行
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
公
正
な
慣
行
」
や
「
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
」
と
い
う
要

件
の
内
容
を
、
各
分
野
の
著
作
権
紛
争
事
案
の
類
型
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
日
本
文
藝
家
協
会
と
し
て
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
作
業
を

今
後
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
前
記
立
法
等
の
動
き
が
も
っ
と
も
適
切
な
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
努
力
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

※
米
国
著
作
権
法
第
１
０
７
条
　
排
他
的
権
利
の
制
限
：
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス

第
１
０
６
条
お
よ
び
第
１
０
６
Ａ
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
批
評
、
解
説
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
、
教
授
（
教
室
に
お
け
る
使
用
の
た
め

に
複
数
の
コ
ピ
ー
を
作
成
す
る
行
為
を
含
む
）、
研
究
ま
た
は
調
査
等
を
目
的
と
す
る
著
作
権
の
あ
る
著
作
物
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
（
コ

ピ
ー
ま
た
は
レ
コ
ー
ド
へ
の
複
製
そ
の
他
第
１
０
６
条
に
定
め
る
手
段
に
よ
る
使
用
を
含
む
）
は
、
著
作
権
の
侵
害
と
な
ら
な
い
。
著

作
物
の
使
用
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
と
な
る
か
否
か
を
判
断
す
る
場
合
に
考
慮
す
べ
き
要
素
は
、
以
下
の
も
の
を
含
む
。

（
１
）
使
用
の
目
的
お
よ
び
性
質
（
使
用
が
商
業
性
を
有
す
る
か
ま
た
は
非
営
利
的
教
育
目
的
か
を
含
む
）。

（
２
）
著
作
権
の
あ
る
著
作
物
の
性
質
。

（
３
）
著
作
権
の
あ
る
著
作
物
全
体
と
の
関
連
に
お
け
る
使
用
さ
れ
た
部
分
の
量
お
よ
び
実
質
性
。

（
４
）
著
作
権
の
あ
る
著
作
物
の
潜
在
的
市
場
ま
た
は
価
値
に
対
す
る
使
用
の
影
響
。

上
記
の
す
べ
て
の
要
素
を
考
慮
し
て
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
が
認
定
さ
れ
た
場
合
、
著
作
物
が
未
発
行
で
あ
る
と
い
う
事
実
自
体
は
、
か
か

る
認
定
を
妨
げ
な
い
。

（
公
益
社
団
法
人
日
本
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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ど
ち
ら
が
主
、
ど
ち
ら
が
従
で
あ
る
か
は
、
通
常
、
明
瞭
で
、
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
の
引
用
と
認
め
る
こ

と
が
容
易
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
短
詩
型
作
品
の
場
合
は
、
他
人
の
著
作
物
で
あ
る
短
歌
、
俳
句
を
そ
の
完
全
な
か
た
ち
で
「
引
用
」

す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
容
易
で
あ
り
、「
引
用
」
さ
れ
る
作
品
と
そ
の
評
釈
・
鑑
賞
等
と
の
間
で
は
、
主
従
の
関
係

が
曖
昧
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
の
冒
頭
や
末
尾
に
俳
句
を
「
引
用
」
す
る
例
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
場
合
、
そ
の
「
引
用
」
を
適
法
と
見
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
、

㋐
文
章
と
「
引
用
」
さ
れ
た
俳
句
と
の
間
に
関
連
性
が
あ
る
か
、

㋑
そ
の
俳
句
を
本
文
中
に
組
み
込
ん
だ
文
章
と
し
た
場
合
に
も
、
同
じ
趣
旨
に
な
る
か
、

が
有
効
な
基
準
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
基
準
を
満
た
す
か
ぎ
り
、「
引
用
」
さ
れ
る
句
が
コ
ラ
ム
の
冒
頭
で
も
、

中
間
で
も
、
末
尾
で
も
、
同
様
に
許
容
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
考
え
方
は
、
短
歌
や
、
場
合
に
よ
り
短
い
現
代
詩
、
あ
る
い
は
現
代
詩
の
一
部
の
「
引
用
」
に
も
、
妥
当
し

ま
す
。

④ 

著
名
な
短
歌
や
俳
句
の
鑑
賞
文
に
お
け
る
当
該
短
歌
・
俳
句
の
掲
載

　
著
名
な
短
歌
や
俳
句
を
冒
頭
に
掲
出
し
、
そ
の
鑑
賞
あ
る
い
は
批
評
を
既
述
し
た
名
歌
・
名
句
鑑
賞
と
い
っ
た
鑑

賞
文
が
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
歌
や
句
の
背
景
と
な
っ
た
時
代
に
お
け
る
作
者
の
生
活
、
心
境
な
ど
を
説
明
し
た
り
、
作
品
あ
る
い
は
作
者
の
姿

勢
に
対
す
る
批
判
を
記
述
し
た
り
す
る
場
合
に
も
、
前
記
③
に
お
い
て
示
し
た
基
準
を
適
用
し
て
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
掲
出
し
た
短
歌
、
俳
句
が
、
筆
者
の
鑑
賞
、
批
評
の
本
文
の
中
に
取
り
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短
詩
型
作
品
の
引
用
に
つ
い
て

　
短
歌
・
俳
句
、
現
代
詩
を
含
む
短
詩
型
作
品
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
散
文
作
品
の
引
用
と

区
別
し
て
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
す
。

① 

歳
時
記
に
お
け
る
俳
句
の
掲
載

　
歳
時
記
に
多
数
の
俳
人
の
作
品
を
収
録
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
収
録
さ
れ
る
作
品
の
著
作
権
者
の
許
諾
を
必
要

と
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
多
年
に
わ
た
る
慣
行
で
す
※
。
た
だ
し
、
特
定
の
一
人
あ
る
い
は
数
人
だ
け
の
作
品
か

ら
な
る
歳
時
記
は
、
一
般
の
歳
時
記
と
は
違
い
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
収
録
さ
れ
る
作
品
の
著

作
権
者
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

② 

国
語
辞
典
に
お
け
る
短
詩
型
作
品
の
掲
載

　
日
本
国
語
大
辞
典
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
語
辞
典
等
に
お
い
て
語
句
を
解
説
す
る
た
め
の
用
例
・
文
例
と
し
て
、

著
作
権
者
の
許
諾
な
く
散
文
作
品
等
の
一
部
、
短
歌
・
俳
句
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
も
慣
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
国
語
辞
典
等
に
短
歌
・
俳
句
を
収
録
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
著
作
者
名
が
あ
れ
ば
出
典
を
省
略
す
る
こ
と
も

許
容
さ
れ
ま
す
。

③ 

コ
ラ
ム
の
冒
頭
や
末
尾
に
お
け
る
俳
句
・
短
歌
の
掲
載

　
他
人
の
著
作
物
で
あ
る
散
文
作
品
の
全
部
を
自
己
の
著
作
物
に
「
引
用
」
す
る
こ
と
は
、通
常
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
評
論
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
散
文
の
場
合
は
、
引
用
さ
れ
る
著
作
物
と
引
用
す
る
著
作
物
と
の
間
で
、
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な
お
、
亡
く
な
っ
た
作
家
の
書
簡
、
日
記
等
が
そ
の
作
家
の
評
伝
等
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
夏
目
漱
石
の
小
説
『
こ
ゝ
ろ
』
で
は
、
そ
の
大
部
分
が
「
先
生
」
の
遺
書
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る

形
式
に
よ
っ
て
、
読
者
に
そ
の
遺
書
の
内
容
を
読
ま
せ
て
感
じ
、
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
作
品
の
目
的
の
一
つ
と
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
ら
、こ
の
遺
書
が
実
在
の
他
人
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、遺
書
の
紹
介
は「
引
用
」

に
は
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
書
や
書
簡
、
日
記
等
は
通
常
未
公
表
で
す
か
ら
、
引
用

の
要
件
②
の
「
公
表
さ
れ
て
い
る
著
作
物
で
あ
る
こ
と
」
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
注
意
が
必
要
で
す
。
著
作

権
以
外
に
遺
族
の
名
誉
、
信
用
を
毀
損
し
て
い
な
い
か
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑥ 

小
括

　
以
上
の
①
か
ら
⑤
ま
で
に
記
載
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
短
歌
・
俳
句
等
の
「
引
用
」
が
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
の
も

の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
掲
載
す
る
新
聞
社
・
出
版
社
等
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
儀
礼
上
、

作
者
あ
る
い
は
著
作
権
者
に
対
し
て
、
収
録
、
掲
載
し
た
こ
と
を
通
知
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
新
聞
、
雑
誌
等
へ
の

掲
載
で
あ
れ
ば
、
そ
の
掲
載
紙
・
誌
を
送
付
す
る
程
度
の
配
慮
は
払
わ
れ
て
然
る
べ
き
で
す
。

　
日
本
文
藝
家
協
会
と
し
て
は
、
前
記
の
出
版
関
係
者
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
通
知
、
送
付
の
慣
行
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
を
、
強
く
要
望
し
ま
す
。

※ 

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
文
芸
的
著
作
物
に
お
け
る
『
引
用
』
に
つ
い
て
」
は
、
以
下
の
と
お
り
述
べ
て
い
ま
す
。「
こ
う
し
た
慣
行
が

成
立
し
た
の
は
、
収
録
作
品
の
数
が
多
い
の
で
、
そ
の
著
作
者
の
許
諾
を
う
け
る
こ
と
は
煩
瑣
で
あ
る
こ
と
、
か
り
に
定
価
の
10
％
が

使
用
料
と
し
て
、
こ
れ
を
収
録
作
品
の
著
作
者
全
員
に
分
配
す
る
と
、
ご
く
わ
ず
か
な
金
額
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
、
送
金
手
数
料
の

ほ
う
が
分
配
さ
れ
る
使
用
料
額
よ
り
も
多
額
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
何
よ
り
も
歳
時
記
に
自
己
の
作
品
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
を

名
誉
と
感
じ
る
よ
う
な
作
者
の
方
々
が
多
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
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込
ま
れ
た
文
章
と
し
た
場
合
で
も
、
筆
者
の
鑑
賞
・
批
評
の
趣
旨
、
論
評
に
か
わ
り
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
適
法

な
引
用
」
と
考
え
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、「
適
法
な
引
用
」
と
は
見
な
い
、
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
た
と
え
ば
、
一
つ
の
歌
集
や
句
集
か
ら
た
く
さ
ん
の
短
歌
や
俳
句
を
引
き
出
し
、
そ
の
作
品
が
詠
ま
れ

た
年
代
や
、
収
録
歌
集
、
句
集
名
を
記
載
し
た
程
度
で
は
、「
適
法
な
引
用
」
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
グ
ラ
フ
誌
な
ど
で
、
短
歌
や
俳
句
を
掲
載
し
た
の
と
同
じ
ペ
ー
ジ
に
、
短
歌
・
俳
句
の
詠
ま
れ
た
場
所
の

写
真
を
掲
載
し
、
そ
の
場
所
の
地
誌
的
な
説
明
を
付
け
た
だ
け
の
よ
う
な
も
の
は
、「
適
法
な
引
用
」
と
は
い
え
な

い
で
し
ょ
う
。

⑤ 

評
伝
な
ど
へ
の
短
歌
、
俳
句
等
の
掲
載

　
前
記
の
と
お
り
、
特
定
の
歌
人
、
俳
人
の
評
伝
、
伝
記
に
当
人
の
短
歌
、
俳
句
を
掲
載
す
る
こ
と
が
適
法
な
引
用

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
に
あ
り
ま
す
が
、「
引
用
」
と
称
し
な
が
ら
、
数
十
首
の
短
歌
を
紹
介
し
、
二
、三
行
の

繋
ぎ
の
文
章
を
加
え
、
ま
た
、
数
十
首
の
短
歌
を
紹
介
し
て
、
二
、三
行
の
繋
ぎ
の
文
章
を
加
え
る
と
い
っ
た
か
た

ち
で
、一
冊
の
本
に
す
る
と
す
れ
ば
、「
正
当
な
範
囲
」
の
引
用
で
は
な
く
、適
法
な
引
用
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
詩
人
の
評
伝
等
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
利
用
は
、
実
は
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
の
報
道
、

批
評
、
研
究
等
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
歌
人
、
俳
人
、
詩
人
の
作
品
（
著
作
物
）
を
掲
載
し

て
読
者
が
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
読
者
の
関
心
を
惹
い
て
評
伝
と
称
す
る
著
作
物
を
広
く
販
売
し
よ
う
と
す
る

こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
評
伝
の
作
者
の
利
用
の
目
的
は
、
報
道
、

批
評
、
研
究
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
す
る
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
、
評
伝
の
作
者
の
著
作
物
で
あ
る
短
歌
と
短
歌
と
の

間
等
に
置
か
れ
た
繋
ぎ
の
文
章
は
、引
用
さ
れ
て
い
る
短
歌
等
に
対
し
て
従
た
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
す
。し
た
が
っ

て
、
適
法
な
引
用
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
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歴
史
小
説
の
場
合
に
、
学
術
書
と
同
様
、
巻
末
に
参
考
文
献
を
列
記
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
が
、
参

考
に
し
た
こ
と
と
「
引
用
」
し
た
こ
と
は
違
い
ま
す
。

 

「
引
用
」
と
い
う
場
合
に
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
引
用
さ
れ
る
著
作
物
の
「
表
現
」
を
そ
の
ま

ま
自
分
の
著
作
物
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
を
い
う
の
で
、
そ
の
場
合
に
、
出
所
明
示
の
必
要
が
あ
り
ま
す
（
そ
の
他
、

前
述
し
た
と
お
り
、「
主
従
」
の
関
係
の
有
無
や
、「
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
」
か
否
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り

ま
す
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
参
考
に
し
た
だ
け
で
あ
れ
ば
、
思
想
は
借
り
た
と
し
て
も
、
表
現
ま
で
を
借
り
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
著
作
権
法
上
の
「
思
想
と
表
現
と
の
分
離
」
の
原
則
に
し
た
が
い
、
著
作
権
法
上
の
「
引
用
」
に
該

当
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
に
は
、
マ
ナ
ー
等
の
問
題
は
別
と
し
て
、
出
所
明
示
等
の
著
作
権
法
上
の
配
慮
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

歴
史
小
説
等
に
お
け
る
「
参
考
文
献
」
と
「
引
用
」
に
つ
い
て
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歌
詞
の
引
用
に
つ
い
て

　
日
本
文
藝
家
協
会
と
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
と
の
間
で
結
ん
だ
覚
書
に
よ
れ
ば
、
歌
詞
の
一

節
以
内
で
あ
れ
ば
自
由
に
引
用
で
き
る
が
、
そ
れ
を
超
え
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
が
定
め
て
い
る
使
用
料
を
支
払
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
節
に
限
る
と
い
う
の
は
た
ん
に
両
協
会
間
の
合
意
で
あ
っ
て
、
こ
の
覚
書
の

よ
う
に
こ
の
条
文
を
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
絶
対
的
な
基
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
日
本
文
藝
家
協
会

の
会
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
覚
書
に
拘
束
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
※
。

　
た
だ
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
こ
の
覚
書
の
合
意
を
根
拠
に
一
節
を
超
え
る
と
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
が
使
用
料
を
要

求
し
、
引
用
す
る
文
芸
家
等
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
言
い
分
に
し
た
が
っ
て
、
事
を
穏
当
に
お
さ
め
て
き
て
い
る
の
が
、

実
状
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
歌
曲
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
こ
の
覚
書
に
し
た
が
っ
て
、
特
別
に
扱
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
歌
詞
の
一
節
以
内

の
引
用
が
、
そ
れ
だ
け
で
著
作
権
法
第
三
十
二
条
の
公
正
な
慣
行
に
し
た
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
な
お
、
こ
の
覚
書
の
形
式
的
な
基
準
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

日
本
文
藝
家
協
会
と
し
て
の
検
討
課
題
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
の
協
議
も
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※ 

加
戸
守
行
『
著
作
権
法
逐
条
講
義
』（
四
訂
新
版
）
で
は
、
こ
の
両
協
会
の
覚
書
は
「
実
務
的
な
処
理
に
関
す
る
両
当
事
者
間
の
合

意
で
あ
っ
て
、
本
項
の
解
釈
を
左
右
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
問
題
と
し
て
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
一
節
を
超
え
て
も
引

用
可
能
の
場
合
も
あ
る
し
、
逆
に
一
節
以
内
で
も
引
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
趣
旨

は
文
化
庁
文
化
部
著
作
権
課
内
著
作
権
法
令
研
究
会
編
集
の
『
著
作
権
関
係
法
令
実
務
提
要
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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そ
れ
で
は
、
要
約
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
）
し
て
引
用
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
翻
案
」
に
よ
る
引
用
は
、
許
さ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
は
是
非
両
論
が
あ
り
、
最
高
裁
判
所
の
判
決
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
の
著
作
物
の
趣
旨
に
忠
実

に
要
約
し
て
い
る
場
合
に
か
ぎ
っ
て
は
、
要
約
し
て
引
用
す
る
ほ
う
が
、
切
れ
切
れ
に
引
用
す
る
よ
り
も
、
そ
の
著

作
物
の
趣
旨
を
正
確
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
形
態
の
引
用
が
社
会
的
に
も
広
く
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
要
約
引
用
を
認
め
る
下
級
審
判
決
も
あ
り
ま
す
※
２
。
た
だ
し
、
一
般
的
に
要

約
引
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
よ
り
は
、
判
決
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場
合
、
す
な
わ

ち
、
引
用
す
る
具
体
的
な
目
的
の
た
め
に
正
当
と
思
わ
れ
る
範
囲
内
の
引
用
で
あ
り
、
し
か
も
要
約
の
必
要
性
や
要

約
の
正
確
性
な
ど
を
考
慮
し
た
、
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
よ
う
な
態
様
で
の
引
用
に
限
定
的
に
許
さ
れ
る
と
解
釈

す
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
り
、
ま
た
安
全
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
要
約
と
い
っ
て
も
、
他
人
の
著
作
物
の
表
現
上
の
本
質
的
な
特
徴
を
感
得
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
だ
け
を
紹
介
す
る
要
約
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
著
作
権
侵
害
の
問
題
と
な
り

ま
せ
ん
か
ら
、
適
法
な
引
用
を
問
題
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
１ 

最
高
裁
平
成
13
年
６
月
28
日
判
決
（
い
わ
ゆ
る
「
江
差
追
分
事
件
」、
民
集 

第
55
巻
４
号
８
３
７
頁
）
は
、「
言
語
の
著
作
物
の

翻
案
と
は
、
既
存
の
著
作
物
に
依
拠
し
、
か
つ
、
そ
の
表
現
上
の
本
質
的
な
特
徴
の
同
一
性
を
維
持
し
つ
つ
、
具
体
的
表
現
に
修
正
、

増
減
、
変
更
等
を
加
え
て
、
新
た
に
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
接
す
る
者
が
既
存
の
著
作
物
の
表

現
上
の
本
質
的
な
特
徴
を
直
接
感
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
別
の
著
作
物
を
創
作
す
る
行
為
を
い
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

※
２ 

東
京
地
裁
平
成
10
年
10
月
30
日
判
決
（
判
例
時
報
１
６
７
４
号
１
３
２
頁
「
血
液
型
と
性
格
」
事
件
）。
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要
約
に
よ
る
引
用
に
つ
い
て

　
著
作
権
で
保
護
の
対
象
と
な
る
「
著
作
物
」
と
は
、「
思
想
、
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
表

現
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
思
想
そ
の
も
の
を
保
護
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（「
思
想
と
表
現
と
の
分
離
」

の
原
則
）。
し
た
が
っ
て
、
他
人
の
著
作
物
か
ら
ア
イ
デ
ア
の
み
を
拝
借
し
て
自
己
の
著
作
物
に
利
用
し
て
も
、
著

作
権
の
侵
害
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
著
作
権
侵
害
の
問
題
も
起
き
な
い
た
め
、
引
用
を
問
題
に
す
る
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
著
作
権
侵
害
と
な
り
え
る
の
は
、「
あ
、
こ
れ
は
Ａ
さ
ん
の
あ
の
文
章
だ
な
」
と
す
ぐ
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う

な
表
現
を
使
っ
て
利
用
す
る
行
為
で
す
。そ
の
中
に
は
、新
た
に
創
作
的
な
表
現
を
付
け
加
え
る
こ
と
な
く
、完
全
に
、

ま
た
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
他
人
の
著
作
物
を
引
き
写
し
て
利
用
す
る
「
複
製
」（「
コ
ピ
ー
」）
行
為
と
、
他
人
の
著
作

物
に
基
づ
き
な
が
ら
独
自
の
創
作
を
加
え
て
別
の
形
式
に
す
る
「
翻
訳
」・「
翻
案
」（
た
と
え
ば
要
約
を
作
成
す
る
）

行
為
と
い
う
二
つ
の
行
為
の
態
様
が
あ
り
ま
す
※
１
。

　
著
作
権
法
第
三
十
二
条
が
適
法
な
引
用
と
し
て
許
し
て
い
る
引
用
は
、「
複
製
」
に
よ
る
利
用
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
人
の
著
作
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
「
翻
訳
」
し
て
自
分
の
著
作
物

中
に
引
用
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
第
四
十
三
条
第
二
号
に
規
定
が
あ
っ
て
、
許
さ
れ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、「
翻
案
」
し
て
引
用
利
用
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
い
う
規
定
は
、
著
作
権
法
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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い
え
ま
す
か
ら
、
日
本
文
藝
家
協
会
と
し
て
も
、
今
後
、
立
法
の
必
要
性
、
規
定
方
法
、
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
規
定
と
の

関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
研
究
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
１ 

文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
の
「
パ
ロ
デ
ィ
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
報
告
書
」（
平
成
25
年
）
は
、少
な
く
と
も
現
時
点
（
平
成
25
年
）

で
は
、
立
法
に
よ
る
課
題
の
解
決
よ
り
も
、
既
存
の
権
利
制
限
規
定
の
拡
張
解
釈
な
い
し
類
推
適
用
や
、
黙
示
の
許
諾
な
ど
、
現
行
著

作
権
法
に
よ
る
解
釈
な
い
し
運
用
に
よ
り
、
柔
軟
な
対
応
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
提
出
し
、
立
法
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

※
２ 

前
注
の
報
告
書
に
は
、
最
近
の
裁
判
例
等
に
お
け
る
、
適
法
引
用
の
要
件
と
し
て
、「
明
瞭
区
別
性
」
お
よ
び
「
主
従
関
係
」
を

挙
げ
な
い
と
い
う
傾
向
や
、
引
用
規
定
の
柔
軟
な
解
釈
を
示
す
裁
判
例
か
ら
す
る
と
、
引
用
規
定
の
解
釈
に
よ
っ
て
パ
ロ
デ
ィ
を
許
容

す
る
余
地
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
引
用
」
の
解
釈
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
パ
ロ
デ
ィ
事
件
」

　
本
文
中
で
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
「
パ
ロ
デ
ィ
事
件
」（
最
高
裁
昭
和
55
年
３
月
28
日
第
三
小
法
廷
判
決 

民
集
第
34
巻
３
号

２
４
４
頁
）
は
、
次
の
よ
う
な
事
案
で
し
た
。
雪
山
の
斜
面
を
６
名
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
波
型
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
滑
降
す
る
場

面
を
撮
影
し
た
、
写
真
家
Ｘ
の
カ
ラ
ー
写
真
（
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
複
数
媒
体
で
公
表
）
を
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
Ｙ
が
白
黒

写
真
と
し
て
複
製
し
、
そ
の
一
部
を
カ
ッ
ト
し
て
、
雪
山
の
上
に
大
き
な
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
の
写
真
を
合
成
し
、
シ
ュ
プ
ー
ル
が
タ

イ
ヤ
痕
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
を
作
成
し
て
、
自
身
の
作
品
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
が
、
著

作
権
お
よ
び
著
作
者
人
格
権
（
同
一
性
保
持
権
・
氏
名
表
示
権
）
侵
害
を
主
張
し
て
Ｙ
を
提
訴
し
（
控
訴
審
で
は
著
作
者
人
格
権
侵

害
の
み
を
主
張
）、
Ｙ
は
旧
著
作
権
法
第
三
十
条
に
基
づ
く
「
節
録
引
用
」
に
該
当
し
、
適
法
で
あ
る
と
抗
弁
し
た
、
と
い
う
事
件

で
す
（
Ｘ
の
写
真
と
Ｙ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
は
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
裁
判
例
情
報
」
に
お
い
て
、
後
述
の
控
訴
審
判
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パ
ロ
デ
ィ
に
つ
い
て

　
よ
く
知
ら
れ
た
既
存
の
作
品
の
文
体
や
韻
律
を
模
し
、
内
容
を
変
え
て
滑
稽
化
・
風
刺
化
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
パ

ロ
デ
ィ
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
法
律
に
は
こ

れ
を
保
護
す
る
明
確
な
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
を
著
作
権
法
第
三
十
二
条
の
適
法
な
引
用
と
し
て
認
め
た
確

定
判
決
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
パ
ロ
デ
ィ
を
「
引
用
」
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
か
、
認
め
ら
れ
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
う
ま
く
認
め
る
立
法
が
で
き
な
い
か
、
が
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
に
解
決
が
つ
い
て

い
ま
せ
ん
※
１
。

　
パ
ロ
デ
ィ
は
、
従
前
、
適
法
な
引
用
の
要
件
と
さ
れ
て
き
た
「
明
瞭
区
別
性
」、「
主
従
関
係
」
の
要
件
を
満
た
さ

な
い
た
め
、
著
作
権
法
第
三
十
二
条
の
引
用
の
規
定
に
基
づ
い
て
保
護
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
要
件
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
な
い
と
す
る
見
解
が
強
く
な
っ
て

き
た
た
め
、
改
め
て
検
討
し
て
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
が
※
２
、
裁
判
例
の
示
す
要
素
を
総
合
考
慮
し
て
も
、
ど
の
よ

う
な
パ
ロ
デ
ィ
が
、「
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
」
の
も
の
で
あ
り
、「
公
正
な
慣
行
」
に
合
致
す
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
判
断
す
る
困
難
さ
に
か
わ
り
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
パ
ロ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
、
作
者
は
著
作
権
侵
害
と
さ

れ
る
リ
ス
ク
を
覚
悟
し
て
、
パ
ロ
デ
ィ
作
品
を
創
作
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
パ
ロ
デ
ィ
の
文
化
と
い
う
も
の
は
、
表
現
の
自
由
と
の
関
係
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
と
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法
律
家
の
意
見
と
文
芸
家
の
考
え
方
の
乖
離
に
つ
い
て

　
ど
の
よ
う
な
引
用
を
適
法
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
、
法
律
家
（
学
者
な
ら
び
に
弁
護
士
お
よ
び
裁
判
官
等
の
法
律

実
務
家
）
の
意
見
と
文
芸
家
の
考
え
方
に
は
、
時
に
乖
離
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
文
芸
家
の
考
え
方
と
は
異
な
り
、
作
者
の
許
諾
な
し
で
俳
句
を
歳
時
記
に
掲
載
す
る
こ
と

を
違
法
と
考
え
る
法
律
家
も
あ
れ
ば
、
出
所
明
示
に
つ
い
て
も
、
作
者
名
、
作
品
名
ば
か
り
で
な
く
、
収
録
書
名
ま

で
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
法
律
家
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
法
律
家
の
考
え
方
と
文
芸
家
の
考
え
方
が
違
う
こ
と
が
あ
る
理
由
は
、
多
く
は
、
法
律
家
の
側
が
実

状
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
法
律
が
不
備
な
た
め
に
、
文
芸
家
が
納
得
で
き
な
い
よ
う
な
事
柄

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
文
芸
家
の
側
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
こ
と
が
普
通
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
事
情
を
よ

く
説
明
し
て
裁
判
所
を
説
得
す
れ
ば
、
文
芸
家
の
立
場
が
法
律
的
に
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、
俳
句
に
関
す
る
訴
訟
事
件
で
、
あ
る
雑
誌
に
選
者
を
指
定
し
て
投
句
し
た
人
が
あ
り
、
こ
の
句
を
選

者
が
添
削
し
て
入
選
に
し
た
と
こ
ろ
、
投
句
し
た
方
が
著
作
権
法
に
い
う
著
作
者
人
格
権
の
一
つ
で
あ
る
同
一
性
保

持
権
（
無
断
で
著
作
物
を
改
変
さ
れ
な
い
権
利
）
の
侵
害
だ
と
主
張
し
て
、
選
者
と
出
版
社
を
訴
え
た
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
た
し
か
に
一
般
的
に
は
、
他
人
の
著
作
物
の
内
容
を
著
作
者
の
意
に
反
し
て
無
断
で
改
変
す
る
行
為
は
、

同
一
性
保
持
権
侵
害
に
該
当
し
、
法
律
家
と
し
て
は
、
通
常
、
同
一
性
保
持
権
を
侵
害
す
る
も
の
と
考
え
る
事
例
で
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決
を
検
索
す
る
と
、
同
判
決
の
別
紙
と
し
て
白
黒
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　
一
審
の
東
京
地
裁
は
節
録
引
用
と
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
控
訴
審
の
東
京
高
等
裁
判
所
（
昭
和
51
年
５
月
19
日
判
決 

昭
和
47

年
（
ネ
）
２
８
１
６
号
事
件
）
は
「
本
件
写
真
を
批
判
し
、
か
つ
、
世
相
を
風
刺
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
本
件
モ
ン
タ
ー
ジ
ユ
写
真

を
自
己
の
著
作
物
と
し
て
作
成
す
る
目
的
上
、
本
件
写
真
の
一
部
の
引
用
を
必
要
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
同

時
に
、
そ
の
引
用
の
方
法
も
、
今
日
で
は
美
術
上
の
表
現
形
式
と
し
て
社
会
的
に
も
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
フ
オ
ト
・
モ
ン
タ
ー
ジ

ユ
の
技
法
に
従
い
、
客
観
的
に
も
正
当
視
さ
れ
る
程
度
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
認
定
し
て
、
本
件
モ
ン
タ
ー
ジ
ユ
写
真

の
作
成
は
、
他
人
の
著
作
物
の
い
わ
ゆ
る
「
自
由
利
用
」（
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
）
と
し
て
、
許
諾
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
著
作
者

人
格
権
侵
害
に
あ
た
ら
な
い
、
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
最
高
裁
判
所
は
、
控
訴
審
の
判
決
の
事
実
認
定
の
と
お
り
で
あ
る
と
し
て
も
、「
本
件
モ
ン
タ
ー
ジ
ユ
写
真
に
取
り

込
み
利
用
さ
れ
て
い
る
本
件
写
真
部
分
は
、
本
件
モ
ン
タ
ー
ジ
ユ
写
真
の
表
現
形
式
上
前
説
示
の
よ
う
に
従
た
る
も
の
と
し
て
引
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
高
裁
判
決
を
破
棄
し
ま
し
た
。

　
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
旧
著
作
権
法
の
適
用
が
問
題
と
な
る
事
件
で
、
し
か
も
著
作
者
人
格
権
に
関
す
る
判
断
の
中
で
「
引
用
」

に
つ
い
て
言
及
し
た
に
過
ぎ
ず
、現
在
の
著
作
権
法
上
の
「
引
用
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
直
接
的
に
示
し
た
判
決
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
著
作
権
法
改
正
後
の
「
引
用
」（
改
正
後
の
第
三
十
二
条
）
の
解
釈
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

控
訴
審
の
判
決
も
含
め
る
と
、「
パ
ロ
デ
ィ
」、「
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
事
件
で
も
あ

り
ま
す
。
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教
材
や
書
籍
へ
の
「
引
用
」
が
問
題
に
な
っ
た
裁
判
例

　
言
語
の
著
作
物
の
引
用
が
問
題
に
な
っ
た
裁
判
例
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

　
し
ば
し
ば
訴
訟
に
な
る
の
が
、
教
科
書
以
外
の
教
材
や
ド
リ
ル
に
著
作
物
が
使
用
さ
れ
る
場
合
で
す
。

　
教
材
作
成
者
等
は
、
設
問
や
解
説
文
の
ほ
う
が
「
主
」
で
、
引
用
さ
れ
た
著
作
物
が
「
従
」
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
わ
け
で
す
が
、

判
決
は
、
各
著
作
物
の
内
容
を
「
い
か
に
正
確
に
読
み
と
ら
せ
、
そ
れ
を
い
か
に
的
確
に
理
解
さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
主
眼
が
あ
り
、

本
件
各
著
作
物
の
創
作
性
を
度
外
視
し
て
は
あ
り
得
な
い
」（
東
京
地
裁
平
成
16
年
５
月
28
日
判
決
）
か
ら
、
主
た
る
部
分
は
引
用

さ
れ
る
著
作
物
の
ほ
う
で
あ
る
と
し
て
、
適
法
な
「
引
用
」
と
は
認
め
ま
せ
ん
。

　
教
材
等
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
判
断
は
概
ね
一
致
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
事
案
で
は
、
裁
判
所
の
判
断
が
分
か
れ

る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
引
用
」
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
結
論
は
同
じ
で
す
が
、
そ
の
理
由
が
地
裁
と
高
裁
で
分
か
れ
た
事
件
を
紹
介
し
ま
す
。
事
案
は
、

Ａ
が
、『
絶
対
音
感
』
と
題
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
書
籍
（
本
文
３
１
９
頁
）
の
中
で
、
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
著
作

し
た
英
語
版
演
劇
台
本
を
Ｘ
が
翻
訳
し
た
も
の
の
一
部
を
、「
　
」
で
区
切
っ
て
掲
載
し
な
が
ら
（
計
３
頁
）、
Ｘ
の
名
前
を
表
示
し

な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
東
京
地
裁
（
平
成
13
年
６
月
13
日
判
決
）
は
、「
公
正
な
慣
行
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
引
用
の

目
的
上
正
当
な
範
囲
内
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
認
定
し
ま
し
た
が
、
東
京
高
裁
（
平
成
14
年
４
月

11
日
判
決
）
は
、「
控
訴
人
Ａ
は
、
音
楽
と
は
何
か
、
人
間
と
は
何
か
、
と
い
う
最
終
的
な
テ
ー
マ
と
密
接
に
関
連
し
、
同
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
控
訴
人
Ａ
の
記
述
の
説
得
力
を
増
す
た
め
の
資
料
と
し
て
、
著
名
な
指
揮
者
・
作
曲
家
の
見
解
を
引
用
、
紹
介
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
引
用
し
た
範
囲
、
分
量
も
、
本
件
書
籍
全
体
と
比
較
し
て
殊
更
に
多
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
、

…
引
用
の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
で
行
わ
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
認
定
し
な
が
ら
、
Ｘ
の
名
前
を
表
示
し
な

か
っ
た
こ
と
が
「
公
正
な
慣
行
」
に
合
致
し
な
い
と
い
う
理
由
で
、
適
法
な
「
引
用
」
に
あ
た
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。

 

「
引
用
」
の
成
否
の
判
断
は
、
裁
判
官
等
の
間
で
も
結
論
が
分
か
れ
得
る
、
難
し
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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し
た
。
し
か
し
、
訴
え
ら
れ
た
選
者
側
で
、
新
聞
、
雑
誌
に
投
稿
し
た
短
歌
、
俳
句
を
選
者
が
添
削
す
る
こ
と
は
、

正
岡
子
規
以
来
の
近
代
俳
句
で
は
通
常
、
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
立
証
し
た
結
果
、
東
京
高
等

裁
判
所
は
、
こ
れ
は
「
事
実
た
る
慣
習
」
に
あ
た
り
、
投
句
者
が
選
者
に
対
し
て
添
削
し
て
掲
載
す
る
こ
と
を
許
諾

し
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
慣
習
に
し
た
が
っ
た
添
削
・
掲
載
が
許
さ
れ
る
と
判
断
し
、
選
者
、
出
版
社
側
が
勝
訴
し

ま
し
た
（
東
京
高
裁
平
成
10
年
８
月
４
日
判
決 

平
成
９
年
（
ネ
）
第
４
１
４
６
号
）。

　
た
だ
し
、
あ
る
程
度
は
法
解
釈
で
救
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
解
釈
で
救
い
よ
う
の
な
い
よ
う
な
問
題
は
、

利
用
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
望
ま
し
い
文
芸
著
作
物
の
利
用
の
あ
り
方
を
創
り
出
し
て
い
き
、
さ
ら
に
は
、
法

律
改
正
を
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
は
、
日
本
文
藝
家
協
会
が
持
続
し
て
検
討
し
て
い
く
課
題
で
す
。

※
（
同
一
性
保
持
権
）　
第
二
十
条 

　
著
作
者
は
、
そ
の
著
作
物
及
び
そ
の
題
号
の
同
一
性
を
保
持
す
る
権
利
を
有
し
、
そ
の
意
に
反

し
て
こ
れ
ら
の
変
更
、
切
除
そ
の
他
の
改
変
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。
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「引用」ってなに

　引用と使用の違いを理解していただくご参考になったでしょうか。
　実は、著作権管理部に寄せられる、毎日のお問い合わせに対する回答
の１割ほどが「それは引用ではなく使用です」なのです。
　引用なのか使用なのか迷ったら、どうぞお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　公益社団法人　日本文藝家協会　著作権管理部
　ホームページ http://www.bungeika.or.jp/procedur.htm　
の「著作物使用の申し込み」の中の「申請フォーム　17 許諾申請につい
ての相談」
 TEL　０３－３２６５－９６５８
 FAX　０３－５２１３－５６７２
 平日　９時半から 17 時半まで

著作物を利用したいとき

　日本文藝家協会著作権管理部では管理委託契約のある著作者の著作物
利用申請を受け付けています。委託者名簿や申請フォームはホームペー
ジ（http://www.bungeika.or.jp/）の「著作物使用申し込み」のページに
あります。申請フォームを郵送または FAX で入手希望の方は電話（03-
3265-9658）でご連絡ください。日本文藝家協会に委託のない著作者につい
ては著作権者へ直接連絡をしてください。連絡先は日本文藝家協会で編
纂している「文藝年鑑」（新潮社刊）等で調べるか、出版社にお尋ねくだ
さい。
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